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チャネル遷移確率 PS = 0となっている．このような
状況で各局が確率的にチャネル・シフトを行うと，あ











　次に図２（1）の PS − G曲線を図２（2）のように変更
してみる．すなわち，G > G0で PS = 0とするのではな






































Figure2  Probability of Channel Shift 
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#i iG n G= ⋅  …（1）
ここで ni；＃i チャネル内に収容されている局数．
PS (G#i) = PS (ni ⋅G) の曲線と ni = G#i/G を重ねて描く






















Figure5  Block Diagram of Channel 













Figure6  Channel Assignment 
(Circular Shift) Model










Figure7  Probability of Channel Shift 












i S i j S j
dn
n P (n G) n P (n G)
dt
= − ⋅ ⋅ + ⋅ ⋅  …（2）
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ni > nj の時には，




> 0  …（5）
となる．同様に，
ni < nj の時には，
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　ni > nj の時，
idn
dt
< 0  …（9）
　ni < nj の時
idn
dt
> 0  …（10）
これより分かるように，この領域は大なる ni が減少
して，小なる nj が増大し，最終的には，
i jn n=  …（11）
を安定点に有する安定制御をもたらすことがわかる．
　ちなみに（2）式は図８のようなシングルフローグラ











る．しかもこの時のPS (ni ⋅G) 特性は，
SP (n G)
n
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　ところで，図10では G#i ≈ 0（ni ≈ 0）の領域までバ
ンチング領域になっているが，図７より分かるように



























i S i j S jn P (n G) n P (n G)⋅ ⋅ = ⋅ ⋅  …（13）
が成立すれば（2）式より ni = 0となる．ただし，この
状態が安定点であるか saddle point であるかを検討し
てみる．（2）式を ni を偏微分すると
j S j ji i S i
i i j i
n P (n G) nn n P (n G)
n n n n
∂ ⋅ ⋅ ∂∂ ∂ ⋅ ⋅= − + ⋅
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i jn n const+ =  …（18）
をともに満たす状態のみが安定に継続することがわか
る．平衡状態の実例を図12に各々示す．図中（A），

































ni の ni 増減による変化は，先の（16）式
と n ⋅PS 曲線の傾斜から
j S ji i S i
i i j
n P (n G)n n P (n G)
n n n

















（E）の順で ni + nj は増大している．注目すべきは図12
と異なり，ni の増加に従って nj は減少している点で
ある．
3.4.3　バンチング領域と安定領域




















から ni が何らかの理由で減少してもその分だけ ni が
増加し，状態としては3.4.2の状態に留まり安定であ
る．一方 ni が一旦増加すると，
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ni = nj であり
.








Figure12 Real Example of Balanced Condition  










Figure13 Real Example of Balanced Condition  
(Case of Bunching Domain And Wall Domain)
SPn 




















































最大トラフィック ≈ G0 ≈ Gmax
となる．
４ チャネル遷移確率PS 曲線の具現化と  シミュレーション結果
　チャネル制御を有効に行うためにはバンチング効果
より，むしろ安定領域による動作が重要であることを
3.3で述べた．すなわち図10に示した望ましいn ⋅PS (n ⋅S) 
特性からも分かるように d ⋅n ⋅PS (n ⋅S)/dn が正の領域
を用意し（図ではGL ～ Gmax 間）で，しかも複数のバ
ンチにより安定に存在させるためには，PS (n ⋅S) を一
定値以下に抑える必要があった．よって安定領域とし
て，
Sn P (n G) P
n























    
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S #iP Min {(G G ) / G } P , = − + 0 0 0 1  …（28）
　G#i > G0の時
S #iP Min {(G G ) / (L G )} P ,
∼ = − − + 
1 2
0 0 0 1  …（29）








は10チャネルの各チャネルに G = 0.05の局が10局づ
つ存在する状態（G#i = 0.5；i = 1～10）を初期値とし
てNP = 5と10とでチャネル制御を行った場合である．
　NP = 10の場合，G#i = 0.5は明らかに“領域３”に
属しているので，バンチングは起こらず，均等化制御




　図20は G = 0.001なる軽微なトラフィックに100局
が10局づつ分散している状態を初期状態として
NP= 30と35とでチャネル制御を行った場合を示して
いる．NP = 30の場合，G#i = 0.001 × 10 = 0.01は“領
域１”に属しているので，バンチングは起こらない．









































































































Figure19 Simulation of Channel Assignment




































































Figure20 Simulation of Channel Assignment











































































































































Figure21 Simulation of Channel Assignment
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